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導入され，日本一の銀山へと成長した 1。1884 年 9 月，今度は官営企業払い下げとなり，藤田



































　藤田組は西南戦争ではさらに巨利を得て，終戦後の 1877 年 9 月に藤田伝三郎商社となり，
伝三郎は社主頭取となった。実兄の鹿太郎と庄三郎，そして中野梧一を社中とした。しかし，









福岡県田川郡伊加利村の伊加利炭坑（石炭）があった。これは，1879 年から 12 年間の事業であっ
た 9。
（3）藤田組による鉱山経営
　1884 年，藤田組は小坂鉱山の払下げを受け，翌 1885 年，資本金を 6 万円から 20 万円に増
資し，藤田伝三郎，鹿太郎，庄三郎の連名で元長州藩主の毛利家に対して鉱山経営の資本とし
て 20 万円の借用を願い出た。これは，井上馨の口添えもあって許可され，藤田組に 20 万円が
貸与されて，この資金が小坂鉱山と十輪田鉱山の整備と，愛媛県市ノ川のアンチモニー鉱山の
採掘と，島根県大森鉱山の買収と操業，そして島根県鵜峠と岩手県卯根倉等の鉱山開発に充て
られ，本格的に鉱山業に進出することとなった 10。表 1 は，藤田組が小坂鉱山の払下げを受け
た後に経営を始めた鉱山である。表からわかるように，藤田組は 1890 年頃までには全国に 10
の鉱山を所有するようになり，藤田組の主力事業は鉱山業となっていった。鉱山以外では，岡
山県の児島湾干拓（1889 年許可，1899 年起工）が藤田組にとって重要な事業であった 11。





は久原となった。1879 年，房之助が 11 歳のとき，庄三郎一家は大阪に移住した。2 年後の
1881 年，房之助は上京し，商法講習所（のち東京商業学校，現在の一橋大学）に学んだ。
1885 年 7 月に卒業すると，1886 年 11 月から慶応義塾大学に入学するが，在学中の数か月間，
藤田組本店に勤務した。慶応義塾を卒業（1889 年）した後は，1890 年 7 月から貿易商社森村




年 11 月に藤田組に入社し，小坂鉱山に赴任した 13。
　22 歳で藤田組に入社した房之助は，まずは現場実習に従事し，その後，精鉱係長（1892），
事務部長心得（1894），事務部長（1896，精鉱課長を兼務），29 歳で所長心得（1897）となり，
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表 1　藤田組所有鉱山（1890 年頃）
名　　称 所 在 地（鉱種） 許可年月
小坂鉱山所 秋田県鹿角郡小坂村（銀・銅） 1884（明治 17）年 9 月
十輪田鉱山所 秋田県鹿角郡上向村（銀・銅） 1884（明治 17）年 9 月
市ノ川鉱山出張所 愛媛県新居郡大生院村（アンチモニー） 1886（明治 19）年 6 月
大森鉱山所 島根県邇摩郡佐摩村銀山町（銀・銅） 1887（明治 20）年 3 月
鵜峠鉱山出張所 島根県新門郡鵜峠浦（銅） 1887（明治 20）年 7 月
卯根倉鉱山所 岩手県和賀郡湯田村（銅） 1887（明治 20）年 9 月
佐野鉱山所 岩手県南閉伊郡金沢村（金・銀） 1887（明治 20）年 10 月
千里口鉱山所 愛媛県下浮穴郡万年村ほか二村（アンチミニー） 1887（明治 20）年 12 月
伊田鉱山出張所 岡山県赤坂郡伊田村（銅） 1888（明治 21）年 5 月







銀から銅の生産に転換した。1901（明治 34）年 4 月，好況の追い風をうけ，小坂鉱山は新た
な製錬所の建設に着工し，1905 年 6 月に完成して銅山としての本格的な操業に乗り出した。
房之助の決断と行動力が小坂鉱山を復活発展に導いた。藤田組の経営における資金は，毛利家
からの借入であったため長い間毛利家の監督下にあったが，危機を脱して経営が軌道に乗り









実と地域社会への貢献を行った。房之助が小坂鉱山に赴任していた 1891 年 11 月から 1903 年
































































































































注 2　1916 年の小坂実科高等女学校創立は，「1915 年」を正しい設立年に修正。















施設名 建築年 現　状 備　考
機械工場（旧鋳造仕上場） 1904（明治 37）年




旧小坂鉱山病院記念館 1908（明治 41）年 修復
小坂製錬鉄道小坂駅 1909（明治 42）年 小坂鉄道レールパーク 旅客営業廃止‎: ‎1994 年 10 月
電解工場（旧電錬場） 1909（明治 42）年 一部解体
康楽館 1910（明治 43）年 修復 劇場　
変電所（旧配電所） 1919（大正 8 ）年
天使館（旧聖園マリア園） 1932（昭和 7 ）年 修復 幼稚園
花園館 1938（昭和 13）年 映画館
出所：康楽館修理委員会〔2003〕2 頁より作成。
（2）康楽館の意義と価値




慰安会という催しで，年に 1 度（6 月頃）の約 1 週間，無料で鉱山の全ての従業員とその家族
20-01-086　005　高橋清美.indd   109 2020/03/05   16:05:05
―経　　営　　論　　集―110
が歌舞伎を楽しむことができた 30。

























商工会が 1 株 30 円の株を募って建設・設計したため，企業の福利厚生施設とはいえないが，
当地の実業家によって建てられた劇場である。さらに，大正時代に入り 1917 年に久原房之助
が「共楽館」を建設した。共楽館も日立鉱山従業員とその家族，地域住民の厚生施設であった。
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表 4　大正時代までに建設された古芝居小屋
名　称 建築年 場　所 特　徴
（1）鳳凰座 江戸時代中期 岐阜県益田郡下呂町 - 岐阜県指定有形民俗文化財




1835（天保 6）年 香川県仲多度郡琴平町 - 国重要文化財
- 金刀比羅宮への参拝者への芝居興行
- 収容人数約 730 人



















- 収容人員 600 名
-1985 ～ 1990 年：修復作業
（7）白雲座
（門和佐の舞台）
1890（明 23）年 岐阜県益田郡下呂町 - 国重要文化財
- 農村舞台（地芝居，地歌舞伎）
- 収容人数 約 500 人
（8）常盤座 1891（明 24）年 岐阜県恵那郡福岡町 - 中津川市指定重要文化財










（10）明治座 1894（明 27）年 岐阜県恵那郡加子母村 - 岐阜県重要有形民族文化財
- 小規模芝居小屋（地歌舞伎）
- 木造 2 階建て，切妻造り，妻入り
（11）相生座 1895（明 28）年 岐阜県瑞浪市 - 地歌舞伎
- 益田郡下呂町宮地の村が建設し完成
-1976 年以降，常盤座との合体建築で新生
（12）蛭子座 1901（明 34）年 岐阜県恵那郡蛭川村 - 中津川市有形民俗文化財
- 地芝居（地歌舞伎）
- 収容人数 560 人
（13）康楽館 1910（明 43）年 秋田県鹿角郡小坂町 - 国重要文化財
- 建設主：藤田組
- 小坂鉱山関係者と地域住民の厚生施設
- 木造 2 階建て和洋折衷劇場
- 設計者 : 小坂鉱山工作課営繕係長
- 収容人数約 800 人
- 花道，道板，枡席，廻舞台，電気照明設備
-1985 年 DOWA が小坂町へ寄贈
（14）千代座 1910（明 43）年 熊本県山鹿市大字山鹿 - 国重要文化財
- 劇場建設組合が設立されて建築された
- 収容人数約 700 人（山鹿市所有）
（15）共楽館
（日立武道館）
1917（大 6）年 茨城県日立市白銀町 - 国登録有形文化財，日立市有形文化財
- 収容人数 1200 人
- 従業員や地域住民の厚生慰安施設
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【注】
1　 小坂鉱山における銀の製錬法は，第一次官営期（1870-77 年）には「乾式製錬法」，南部家経営期（1877-80 年）
には「チャフォーゲル = ハントダグラス法」，第二次官営期（1880-84 年）に「オーガスチン法」が用いられ，
採鉱量は増加するが，藤田組経営期（1884-90 年）に入ると，「オーガスチン法」による技術の進展が著しく，











10  十輪田鉱山には小坂鉱山から東北 13 キロメートルの位置に鉛山が，さらに北に 4 キロメートルに銀山があっ
た。最盛期 1890（明治 23）年の採掘鉱量は 1984 トンで，産出金量 8274 グラム，産出銀量 633 キログラム
であった。大森鉱山は，島根県大田市大森町にあり，室町時代以来，石見銀山として知られた鉱山である。
詳しくは，同和鉱業〔1985〕82-6 頁。






















23  1905（明治 38）年，上水道施設が完備され，鉱山事務所，工場，社宅，市街地に給水された。専用給水栓
が 560 か所，共用給水栓が 120 か所で，当時の人口約 2 万 4000 人に給水された。
24  小坂鉱山病院は，1908（明治 41）年に建設され，鉱山従業員だけでなく，地域の住民の医療施設として利
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用された。鉱山資料館発行リーフレット『小坂鉱山事務所』に記載。
25  1902 年，坑外用の電気機関車が導入され，1907 年に坑内にも電気機関車が入るようになり，さらに小坂駅
まで延長された。これにより鉱山内の輸送システムが完成した。鉱山資料館発行リーフレット『小坂鉱山事
務所』に記載。
26 康楽館修理委員会〔2003〕1, 2 頁。
27  小坂鉱山事務所は，国重要文化財に指定されており，すべて天然の秋田杉を使って建てられたルネッサンス





28  文化庁国指定文化財データベース : https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/101/00003345 （2020 年 1
月 23 日アクセス）
29 煙害被害に関する研究は，岡田〔1990〕。
30  歌舞伎の公演ということで，近隣住民も含め多くの人が観劇した。この慰安会は 1957（昭和 32）年までの
47 年間開催された。康楽館修理委員会〔2003〕2-3 頁。
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